
親子でふれあい遊びを楽しむ 豊中中学テニス部が四国大会で団体優勝 
　第25回四国ジュニアソフトテニス大会団体戦で、豊中中
学校男子チームが優勝を果たし、3月に開催される全国大
会への出場を決めました。　団体戦 優勝メンバー（敬称略） 
　　横山 裕樹・藤本 颯・松本 健太・藤本 諒我 
　　丸岡 俊介・白川 翔一・秋山 凌太郎・犬井 竜聖 

　県代表として国体冬季大会に出場する、清水俊吾さん（高
瀬中学校勤務）と菅  史絵奈さん（仁尾中3年）が、出場報
告のため市役所を訪れました。ふたりはスキーの部大回
転に出場。「ベストな状態で結果が出せるよう頑張って
きます」と力強く抱負を語りました。 

国体冬季大会出場選手が表敬 
豆まきで鬼をやっつけろ！ 

　詫間中学校体育館で、市ＰＴＡ連絡協議会幼稚園部会全
体会が開催されました。講師に香川大学の山神眞一先生
を迎え親子で楽しめる体操をしました。タオルや風船を使
ったり親子で体を動かしたり、一緒に遊べて、子どもたちも
うれしそうでした。 
 

　麻幼稚園で豆まきが行われました。先生から節分のお
話を聞いたあと、園児たちの心の中にいる「泣き虫鬼」
や「わがまま鬼」などを豆をまいてやっつけました。そ
して、地元麻部神社の麻神楽団のはんにゃと天狗が登場
すると泣き出す園児もいましたが「悪い鬼をやっつけろ！」
と豆をまき、みんなで鬼を退治しました。 

あ さ か ぐ ら だ ん  
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センター 

▼
 問
い
合
わ
せ
 

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
 

☎
62
・
1
1
1
5

少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
 

相
談
電
話
☎
62
・
1
1
1
6

し
ん
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
き
ゅ
う
 

　
今
月
は
、環
境
浄
化
活
動
の
一

環
で
あ
る
「
放
置
自
転
車
・
バ
イ

ク
の
状
況
」
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

【
放
置
自
転
車
・
バ
イ
ク
の
状
況
】（
H
22
・
4
月
〜
11
月
） 

●
取
り
扱
い
台
数
　
52
台
 

(

処
理
済
29
台
・
不
明
10
台
・
手
続
き
中
13
台)

 

●
放
置
場
所
 

<

自
転
車>

　
 

本
山
駅
駐
輪
場
　
　
 

16
台
 
み
の
駅
駐
輪
場
 
　
6
台
 

詫
間
駅
前
弁
天
宮
横
 

5
台
　
比
地
大
駅
駐
輪
場
　
4
台
 

高
瀬
町
図
書
館
駐
輪
場
 

4
台
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
三
豊
　
2
台
 

財
田
町
道
の
駅
入
り
口
・
本
山
寺
前
の
路
上
・
本
山
郵
便
局
駐

車
場
・
豊
中
中
学
校
前
空
き
地
・
高
瀬
駅
前
・
高
瀬
町
下
司
自

治
会
路
上
・
高
瀬
町
比
地
中
溶
目
中
池
路
上
・
み
の
駅
前
・
イ

ン
パ
ル
み
の
駐
輪
場
・
三
野
町
大
見
落
合
路
上
・
詫
間
町
松
崎

商
店
街
・
詫
間
町
中
郷
仁
尾
街
道
沿
い
　
各
1
台
 

<

バ
イ
ク>
 

本
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
・
高
瀬
町
神
原
住
宅
前
空
き
地
・

高
瀬
町
Ｊ
Ｒ
高
架
下
北
側
公
園
　
各
1
台
 

　
ほ
ぼ
半
数
の
自
転
車
が
Ｊ
Ｒ
駅
の
駐
輪
場
に
放
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
放
置
自
転
車
・
バ
イ
ク
の
台
数
を
減
ら
す
た
め
に

は
、し
っ
か
り
と
し
た
施
錠
や
キ
ー
を
抜
き
忘
れ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、自
転
車
や
バ
イ
ク
が
盗
難
に
あ
っ
た
場

合
に
は
、す
み
や
か
に
警
察
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
乗
り
捨
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
自
転
車
や
バ
イ
ク
を
見
か

け
た
場
合
は
、
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
い
合
わ
せ
　
人
権
課
　
☎
73
・
3
0
0
8

　
企
業
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
は
、以
前
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
中
心
に
研
修
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、近
年
「
企
業

の
社
会
的
責
任
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
で
は
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
基
本
的
に
は
、企
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
環

境
や
人
権
に
配
慮
す
る
こ
と
で
あ
り
、企
業
内
で
の
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
や
啓
発
が
、社
会
的
評
価
を
得
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

　
労
働
基
準
法
や
人
権
尊
重
が
守
ら
れ
て
い
な
い
企
業
は
、

法
的
な
処
罰
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、社
会
的
イ
メ
ー
ジ
や

信
用
が
低
下
し
、ま
た
、働
き
に
く
い
会
社
と
し
て
入
社
希

望
者
が
減
少
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
今
や
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
を
果
た
す
こ
と
が
、国
内

外
を
問
わ
ず
、社
会
的
に
高
く
評
価
さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。 

　
市
で
も
、2
0
0
9
年
に
「
三
豊
市
企
業
人
権
・
同
和
推

進
協
議
会
」
を
設
立
し
、講
演
会
や
研
修
会
を
開
催
し
た
り
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
の
も
と
啓
発
資
料
を
配
布
す
る
な

ど
、企
業
の
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
企
業
の
皆
さ
ん
、こ
れ
を
機
会
に
自
分
の
会
社
で
の
取
り

組
み
を
見
直
し
、み
ん
な
が
”
気
持
ち
よ
く
働
け
る
職
場
づ

く
り
”に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
☎
73
・
3
0
1
5

じ
ん
け
ん
探
訪 

企
業
と
人
権
 

午前10時～午後4時 

国民年金全般 

国民年金基金職員 

・年金手帳 
・預金通帳 
・通帳印（口座振替のため） 
・厚生年金の相談者は年金 
　定期便 

14日（月） 

15日（火） 

17日（木） 

18日（金） 

23日（水） 

24日（木） 

29日（火） 

豊中庁舎 

市役所西館 

三野町社会福祉センター 

詫間福祉センター 

仁尾庁舎 

山本庁舎 

財田庁舎 

問い合わせ　 
香川県国民年金基金 
　　0120ー65ー4192

▼
問
い
合
わ
せ
　
政
策
課
　
☎
73
・
3
0
1
0

目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会
 

No.18

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

三
豊
市
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。 

　
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、地
域
・
家
庭
・
職
場
で
の
男

女
共
同
参
画
へ
の
意
識
や
価
値
観
、ま
た
人
権
尊
重

や
男
女
平
等
に
つ
い
て
、一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。 

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
、ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。 

日
　
時
 
3
月
8
日（
火
） 

午
後
2
時
〜
3
時
30
分
 

場
　
所
 
高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
 

講
　
師
 
香
川
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
副
会
長
 

星
川
　
叔
子
　

氏
 

よ
し
こ
 

「
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
　
 

　
　
　
　
あ
な
た
も
私
も
　
◎
」
 

演
　
題
 

に
じ
ゅ
う
ま
る
 

　
自
殺
の
動
機
と
し
て
多
い
の
は
健
康

問
題
や
経
済
苦
、
過
労
や
ス
ト
レ
ス
、
孤

立
で
す
が
、そ
こ
に
は
う
つ
病
や
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、か
ぜ
で
も
な
い
の
に
だ
る
く
て
や

る
気
が
お
き
な
い
、飲
酒
量
が
増
え
た
、自
殺
を
ほ
の
め
か

す
よ
う
な
言
葉
な
ど
、身
近
な
人
の
こ
こ
ろ
と
身
体
に
現
れ

て
い
る
不
調
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、放
置
し
な
い
こ
と
が

大
切
な
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
気
づ
い
た
時
は
、ひ
と
り
で
か
か
え
こ
ま
ず
に
精
神
科
等

の
専
門
医
や
専
門
機
関
に
受
診
・
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、市
で
は
こ
こ
ろ
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
不
調
を
感
じ
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

命
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と 

3
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
で
す 



雪がいっぱい　楽しいスキー教室 

　「ふるさと自慢うた自慢」のラジオの公開録音が、マリ
ンウェーブで行われました。市内の男女各3人が出演し、
三豊市のふるさと自慢を歌とともに披露しました。粟島
の海ほたるや仁尾の張子虎、人形浄瑠璃やマーガレット
など三豊の魅力をラジオを通じて全国に発信しました。 

ラジオの公開録音で三豊の魅力を発信 
　「広報みとよ」が県広報コンクールで、広報紙（市部門）、
写真（1枚）、写真（組み）の3部門で最優秀賞を受賞しま
した。粟島ふる里劇団の写真は「見る側を楽しくさせる
写真」と、広報9月号は「仁尾八朔まつりに関わる人たち
の熱意が伝わる力作」との高い評価を受けました。 
 

県広報コンクール3部門で最優秀賞 
 

　仁尾・曽保校区会議、仁尾町公民館が共催して、スノ
ーパーク雲辺寺でスキー教室を開催しました。参加者は、
インストラクターの指導のもと、楽しく自分だけのシュ
プールを描きました。恒例のお楽しみイベントもあり、
子どもたちは雪の中で一日楽しく過ごしました。 

　四国新道の開通や瀬戸大橋構想の提言など、郷土の発展
と人々の幸せを願って活躍した大久保　之丞について学ぼ
うと、三豊市偉人伝の講演会が香川用水記念公園で行われ
ました。　之丞研究家の伊藤悟氏が、四国新道の建設に力
を注いだ　之丞の功績を、映像を交えながら説明しました。 

大久保　之丞の実像にせまる 
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土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
 

　
　
　
　
　
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
 

軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
に
課
税
し
ま
す
 

　
　
　
　
異
動
手
続
き
は
3
月
31
日
ま
で
に
！
 
軽
自
動
車
税
の
減
免
 

自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
申
請
 

　
4
月
か
ら
固
定
資
産
税
の
帳
簿
の
縦
覧
お
よ
び
台
帳
の
閲

覧
が
で
き
ま
す
。
縦
覧
・
閲
覧
の
際
に
は
、本
人
確
認
を
す
る
た

め
納
税
通
知
書
ま
た
は
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
・
健
康
保

険
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。 

　
自
分
の
所
有
す
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
評
価
額
と
比
較
す

る
た
め
、市
内
に
所
在
す
る
他
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
評
価
額

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
6

　
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
の
税
金
は
、毎
年
4
月
1
日
現
在
の

所
有
者
に
課
せ
ら
れ
ま
す
。 

　
他
人
に
車
を
譲
っ
た
り
廃
車
に
し
た
人
、住
所
が
変
わ
っ
た

人
は
、 

3
月
31
日（
木
）ま
で
に
異
動
手
続
き
を
し
な
い
と
、

い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
た
り
、納
税
通
知
書
が
手
元
に
届
か

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
該
当
す
る
人
は
、次
の
窓
口
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す
 

種 類  受付窓口 

二輪の軽自動車（126cc～ 250cc） 
二輪の小型自動車（251cc以上） 

軽自動車（二輪を除く） 

原動機付自転車（～125cc以下） 
小型特殊自動車（農耕用・その他） 

税務課 ☎ 73ー3006 
各支所 

四国運輸局香川運輸支局 
高松市鬼無町20-1 
☎ 050ー5540ー2075

軽自動車検査協会香川主管事務所 
高松市国分寺町福家甲1258-18 
☎ 087ー870ー6676 
☎ 087ー870ー6637（手続き案内） 

※詳しい要件は事前にお問い合わせください。 
　土・日曜日、祝日は休み 

市
内
に
固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）を
所
有
す
る
納
税
者
ま

た
は
納
税
管
理
人
、代
理
人（
納
税
者
の
委
任
状
が
必
要
） 

※
土
地
（
家
屋
）の
み
所
有
の
人
は
、家
屋
（
土
地
）の
縦
覧
は

で
き
ま
せ
ん
。 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
 

　
納
税
義
務
者
が
、固
定
資
産
課
税
台
帳
の
う
ち
、自
己
の
資

産
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
ま
た
は
借
地
人
・
借
家
人
、

代
理
人（
納
税
者
の
委
任
状
が
必
要
） 

※
借
地
人
・
借
家
人
は
対
象
と
な
る
資
産
の
み
閲
覧
で
き
ま

す
。
な
お
、閲
覧
に
は
賃
貸
借
契
約
書
が
必
要
で
す
。 

4
月
1
日（
金
）〜
5
月
2
日（
月
） 

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）　
 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
 

土
地
…
所
在
・
地
番
・
地
目
・
面
積
・
評
価
額
 

家
屋
…
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
評
価
額
 

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
 

※
各
支
所
で
は
、当
該
町
の
み
で
、他
町
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

無
料
 

※
価
格
縦
覧
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
 

通
年
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）
 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
 

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
6

▼
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
　
 

　
県
税
事
務
所
（
高
松
合
同
庁
舎
内
）
 

　
☎
0
8
7(

8
0
6)

0
3
1
4

▼
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
 

　
西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー
（
三
豊
合
同
庁
舎
内
）
 

　
☎
25
・
5
2
0
0

　
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
に
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

＊
障
害
者
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、
本
人
が
運
転
す
る

も
の 

＊
障
害
者
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、
主
に
本
人
の
通
学
・

通
院
・
通
所
ま
た
は
生
業
の
た
め
に
生
計
を
同
じ
く
す
る
家
族

が
運
転
す
る
も
の 

＊
車
の
構
造
が
障
害
者
の
た
め
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

平
成
23
年
度
分
の
申
請
期
限
は
5
月
25
日
（
水
）
で
す
。 

　
身
体
障
害
者
減
免
を
受
け
て
い
る
車
両
に
つ
い
て
は
、
申
請
事

項
に
変
更
が
な
い
限
り
、
再
申
請
は
不
要
で
す
。 

　
4
月
初
め
に
継
続
減
免
の
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。 

4
月
1
日
（
金
）
〜
5
月
26
日
（
木
）
 

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
除
く
）
 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
 

4
月
11
日
（
月
）・
18
日
（
月
）・
5
月
16
日
（
月
）
 

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

納
税
義
務
者
…
所
有
す
る
資
産
の
課
税
台
帳
 

借
地
人
・
借
家
人
…
借
り
て
い
る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
課

税
台
帳
 

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
 

縦
覧
期
間
中（
4
月
1
日
〜
5
月
2
日
）は
無
料
、そ
の
ほ

か
は
1
件
3
0
0
円
 


